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地域住民と行政（国、県、町）が一体となった獣害対策！ 

～獣害対策をテーマに連携した官民の活動～ 

江の川本流の河川敷には、竹やヤナギなどが繁茂し、イノシシやサル、クマのエサ場や住処と

なり、有害鳥獣増殖の温床となっています。 

美郷町栗原地区では、平成２４年３月から河川敷の荒廃竹林対策として、「身の丈の経済力と労

働力で身近な生活資源（自家消費・地域消費）に変えて行こう。」を合い言葉に、住民主体による

竹林整備活動を実施してきました。この地域住民主体の活動をもとに、国、県、町、試験研究機

関、民間事業体が一体となって、連携し、取り組んだ結果、この度の事業につながりました。 

今回伐採した竹の一部を貴重な地域資源として有効活用を図るため、地域住民、国土交通省、町、

民間事業体、県が協働で、竹チップ（農業用資材）作りや、伐採したヤナギをナメコ栽培用原木

として活用する研修会を、下記のとおり開催します。 

記 

１ 日  時  平成２５年１月３０日（水） ９：３０ ～ １５：３０ 

２ 場  所  邑智郡美郷町栗原河川敷及び栗原集会所 

３ 主  催  美郷町栗原自治会、株式会社井上組、美郷町、島根県西部農林振興ｾﾝﾀｰ県央事務所 

  共  催  国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所、農研機構近畿中国四国農業研究セ

ンター 

  後  援  樹冠ネットワーク、島根県中山間地域研究センター                               

４ 参集者   地域住民 、関係者 

５ 作業内容  

①竹チップづくり：竹を移動式チッパー（中山間地域研究センターからの借用）で粉砕し、農業用資材として活用する。 

②ナメコ植菌作業：伐採・玉切ったヤナギにドリルで穴を開け、ナメコ菌を打ち込む。H２６年秋には収穫予定。 

③チェーンソーの目立て研修：ナメコ植菌用原木や薪として河川敷の木を伐採するためにチェーンソーの目立てを学ぶ。 

６ 問い合わせ先   

  自治会活動関係： 美郷町 産業振興課 安田係長 TEL 0855 -75- 1214 

  河川整備事業関係： 国土交通省浜田河川国道事務所 川本出張所 藤原所長 TEL 0855-72-0431 

  獣害関係：西部農林振興ｾﾝﾀｰ県央事務所 鳥獣ｽﾀｯﾌ 坂越 TEL 0855-72-9563 

 



７ スケジュール 

【午前の部】 ９：３０～１１：３０ 

テーマ：竹林伐採による波及効果と竹チップづくり作業 

場 所：美郷町栗原 栗原橋河川敷  

 

時   間 内   容 担   当 

９：３０～ ９：４５ 

 

竹林伐採の経過報告 栗原自治会長 

９：４５～１０：２０ 竹林伐採事業の説明 

竹林伐採事業の企業地域貢献活動紹介 

国交省 川本出張所長 

株式会社 井上組 

１０：２０～１１：３０ 鳥獣対策への効果と竹チップの活用 

チップの無料配布 

美郷町・島根県西部農林振興セ

ンター県央事務所 

 

【午後の部】 １２：３０～１５：３０ 

テーマ：チェーンソー目立て研修とカワヤナギのナメコ植菌作業 

場 所：美郷町栗原 栗原集会所 ・ 栗原橋河川敷  

 

※経緯 

・平成２３年度３月から美郷町栗原自治会が獣害対策に向けた荒廃竹林整備を開始。 

合い言葉は「身の丈の経済力と労働力で身近な生活資源（自家消費・地域消費）に変えて行こう。」 

・国土交通省浜田河川国道事務所が平成24年度河川整備事業で栗原地区河川敷の竹林整備を開始。 

・国土交通省浜田河川国道事務所は堤防に繁茂したクズの根を掘り起こすイノシシ被害を防ぐため、イノシ

シ被害対策工事も同時に実施。 

 

※別添の美郷町作成資料もご参照ください。 

 

時   間 内   容 担   当 

１２：３０～１４：００ チェーンソー目立て研修 島根県西部農林振興センター県

央事務所 

１４：００～１５：３０ カワヤナギへの植菌作業 美郷町、島根県西部農林振興セ

ンター県央事務所 

１５：３０ 閉会あいさつ 栗原自治会長、美郷町 

 


